
大安寺にてベルリンからの一行 

 

    奈良日独協会インフォメーション 

Neues in Nara  
Nr.84 

2023 年 6 月 30 日 

Japanisch-Deutsche Gesellschaft Nara（JDG-Nara） 

奈良日独協会（会長 河野良文）奈良市大安寺  2-18-1 大安寺内 

Tel/0742-61-6312, Fax/0742-61-0473 

http://www.daianji.or/jdgn/index.html  
編集：浅川千尋 (asakawa@mild.ocn.ne.jp) 

    編集委員より：会員の皆様からの積極的なご投稿をお待ちしています！ 

●行事予定 

1．第 5回「ドイツ映画鑑賞会」 

  

 日程を調整して開催する予定です。 

 

2．ビア・アーベント 

 毎夏恒例の Bier Abend 

  

今年度は、久しぶりに 7月 30 日（日）に大安寺で開催

する予定になっております。 

 

3． ポスター展「アインシュタインの日本講演旅行」 

  

アインシュタインの来日 100 周年を記念してポスター

展が 7月 11 日～8月 20 日、奈良図書情報館で開催されま

す（ドイツ大使館主催、図書情報館共催、当会後援）。 

 

 そのほかさまざまな行事が予定されております。会員の

みなさまの積極的な参加をお願い申し上げます。また、企

画もだしていただけましたら幸いです。 

 

●行事報告 

 

1．2023 年度(令和 5年度)奈良日独協会総会 

 

 5 月 21 日(日) 午後 1時から 1 時 50 分 

  会員数 96 名中 参加 28 名 委任状 42 名で成立 

 

久しぶりに対面で年次総会が開催されました。河野会長

の挨拶のあと、議長を選出し 2022 年度事業報告・会計報

告、役員選出、2023 年度事業計画案、予算案が審議され

了承されました。 

会員より「理事等の役員が多すぎるのではないのか、も

う少し新陳代謝が必要ではないか」という趣旨の質問が出

されました。理事から「全員役割分担がされている」とい

う回答がされました。 

  

 酒井恵子氏と草野俊典氏の 2名の新会員が紹介されま

した。 

 

2．全国日独協会連合会総会 

  

4 月 21 日に開催されました総会に 

 中祢勝美理事が参加しました。 

 

●会員だより（酒井恵子さん） 

入会にあたって 

この度，入会をお許しいただきました酒井恵子と

申します。私のドイツとの御縁は，ピアノを習いバ

ッハの音楽に出会ったことに始まります。小学生

の頃にバッハのインベンションを練習し始め，その

特徴であるポリフォニー(polyphony)すなわち複数

の独立した声部が各々の旋律を歌いつつ美しい

和音進行を生み出す様に感銘を受けました。 

 高校時代に第二外国語でドイツ語を学び，夏休

みに短期留学も経験しました。大学ではドイツ学を

専攻し，卒業論文ではミュンヘンオリンピックを題

材にスポーツ界における「過去の克服」について

調べ，ナチズム等の歴史と向き合いながら，文化

や価値の多様性を尊重し共存しようとする戦後ド

イツの多元主義(Pluralismus)に強い印象を受け

ました。 

 大学院では教育心理学を専攻し，シュプランガー

(E. Spranger)の価値類型論，すなわち人類普遍

の価値として理論・経済・審美・宗教・社会・権力の

６種を挙げ，そのいずれに重きを置くかにより多様

な生の形式(Lebensformen)が成立するとの説に

惹かれ，６種の価値志向性を測る心理テストの開

発と応用に携わるようになりました。2017年には

オーストリアで自身の研究成果をドイツ語で紹介

する機会も得ました。シュプランガーは「自らのささ

やかな地位にあってなお文化の全体に対し共同

責任のあることを自覚している人間」を「良心的人

間」と呼び，その育成こそ教育の使命だと述べて

います。勤務先の大阪工業大学では教職課程を

担当していますが，シュプランガーの言葉は教員

養成においても個人生活においても私の指針とな

っています。（講演のチラシと写真右上が筆者） 
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3．講演会 

 

5 月 21 日総会終了後講演会が開催されました。 

 

 
 

午後 2 時から午後 3 時まで、天理大学名誉教授・新理事の 

浅川千尋氏が講演しました。 

 

テーマ「研究回顧―ドイツとの関係を中心に」 

 大学院時代からドイツ法・ドイツとのかかわりができ、

ドイツの環境保護・動物保護を憲法・動物保護法との関係

で研究してきたことやドイツのマールブルクでの在外研

究・在日大阪・神戸ドイツ総領事の講演会等の取組を話し

ました。いくつかの質問もだされました。 

 

 なお、講演会終了後河野会長の案内で大安寺の宝物殿を

参加者が特別拝観いたしました。 

 

4. ベルリン独日協会一行との交流 

東大寺大仏台座 

 
 

5 月 26 日（金）に 2007 年以来 16 年ぶりに、ベルリン

独日協会の一行 10 名（溝延輝恵独日協会理事が引率し 9

名のドイツ人）が大安寺を来訪しました。大安寺では、本

堂で河野会長よりお寺の歴史や奈良日独協会創立の由来

等の説明がありました。その後昼食をしながら奈良日独協

会会員（河野会長夫妻、松本理事夫妻、加藤副会長、浅川

理事、小山会員）らと短時間の交流をしました。 

その後東大寺大仏殿へ向かい、土井ギーゼラ会員たちと

合流し東大寺見学をしました。大仏殿の台座で大仏殿院主

森本氏から大仏建立の歴史等を詳しく説明してもらいま

した。 

 

東大寺には、多くの観光客や修学旅行生がつめか

けていました。ドイツ人一行とは、ドイツ語で会話

する機会がもて良い意味での国際交流ができたと思

います。車 4台で JR 奈良駅から大安寺、大安寺から

東大寺へとドイツ人一行を案内しました。 

今後も日独交流が益々発展することを期待したい

です。 

 

大安寺本堂でのベルリン独日協会の一行 

 
 

東大寺にてベルリン独日協会の一行と記念撮影 

 

編集後記 

 今号から編集を担当しております浅川です。峯本

前編集員のアドバイスを受けながら、貴重な会報

（Neues in Nara）の発行に微力ながら貢献していく

決意です。よろしくお願い申し上げます。 

 なお、SNS での情報発信も行っておりますので是

非フォローしてください。 

Facebook は、奈良日独協会(Japanisch Deutsche 

Gesellschaft in Nara) です。 

Instagram は、narajapanischdeutsch です。 

主に奈良日独協会の行事案内やドイツに関わる情

報を発信しております。 

 


